ネルヴァル『エリトレア』についての覚書 by 小副川,明
ネルヴァル「エリトレア』についでの覚書
ノ1、副川
?
　ネルヴァルの「幻想詩集」Les　Chimeresは，別に遺作九篇を収めた「第二
幻想詩集』・肋加3Chimeresがあり，ネルヴァルの後期の詩作についての，い
わば拾遺詩篇をなしている。しかし，それぞれの詩が完結した作品であるにも
かかわらず，詩人の死後かなりの問草稿のまま遺されていたものであり，すべ
て創作の事情など今日でもいぜん明らかではない。そこには，r幻想詩集』の
草稿のようなものがあり，あるいは，折にふれての詩のようなものがある。
　ところで，ここに『エリトレア」脅y伽勿と題された一篇があり，その構
想の壮大さ，超自然主義的な効果，背景の神話的世界観等によって，すでに有
名な『廃嫡者」El　Desdichadoや「アルテミス」Artemisなどとも十分に比
肩しうる作品と思われるが，あまり研究の対象にはなっていないようである。
以下は『エリトレア」に関する注解の部分的なとりまとめである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　ERYTHREA
CoLoNNE　de　Saphir」d’arabesques　l）rod6e
－Reparais！－Les　1～a〃tiers　pleurent　cherchant　leur　nid：
Et，　de　ton　pied　d’azur　a　ton　front　de　granit
Se　d6roule　a　longs　plis　la　pourpre　de　Jud6e！
Si　tu　vois　B6narbs　sur　son　fleuve　accoud6e
Prends　ton　arc，　et　rev6ts　ton　corset　d，or　bruni：
　　　　　　　　　　　　　－64一
Car　voici　le　y伽纏〆，　volant　sur　Patani，
Et　de　paψillons　blancs　la　Mer　est　inond6e．
MAHDEwA！Fais　fiotter　tes　voiles　sur　les　eaux
Livre　tes　fleurs　de　pourpre　au　courant　des　ruisseaux：
La　neige　du　Cathay　tombe　sur　I’Atantiqlle：
Cependant　la　P7∂〃θ∬θau　viSage　vermeil
Est　endormie　encor　sous　l’Arche　du　Soleil　：
　　　　Et　ri母n　n’a　d6rang61e．s6vさre　portique．
例によ・って，これも以下のようなネルヴァルの注がある。
　　5（B6narさs）　　：Ben－Arさs＿la　fille　de　Mars
　　7（le　Vautou士）　：Typhon
　　7（Patani）　　　：Patna　ou　hiero－solime，　la　ville　sainte
　　9（Mahd6wa）　：Mahado61a　zendovさre
　11（Cathay）　　　：Thibet
　　12（Pretresse＞　　：Amany
試訳
　　　　　　　　　　エリトレア
　　唐草模様をつけたサファイアの円柱よ
　　　　　また顕れよ！　　山鳩は巣を求めて暗いている，
　　おまえの碧色の足もとから御影石の額まで
　　ユダヤの緋の布が長いひだのままに流れる！
おまえが河辺で肱をつき，ベナレスを見ているなら
弓をとり，磨かれた金の胸甲を身につけよ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－65一
こちらに禿鷹がいて，バッタニへ飛んで行くから，
海は純白の蝶の群れに満ちている。
マーデヴァよ！　おまえのヴェールを海に浮べよ
朱色の花を河の流れにゆだねよ，
シナの雪がアトランティス海に降りかかる，
だが，かんばせを紅に染めた巫女は
まだ太陽の棋門の下で眠っている，
一おごそかな高門をゆるがしたものは何もない！
　まず表題であるが，リシェによると，それは，小アジア，リューディアのエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）リュトライ（Erythrai）の巫女（シュビレー）である。そのことは，この詩が
『デルフィカ』Delficaと同じように，巫女による託宣という預言を基調とす
るものである。
　エリュトライの巫女はニンフと人間テオドーロスの娘で，山中の洞穴に生
れ，成長してヘクサメトロスの詩形で預言を始めた6’両親は彼女をアポtw　tンに
捧げた。彼女はイタリアのキューメーの名高い巫女と同一人であるとされてい・
（3）
る。それはまた，ミケランジェロによって，システィナ礼拝堂の天井画に，豊
麗な姿で描かれている。
　さらにここで興味ぶかいのは，＜Erythr6e＞あるいはくEritr6a＞は紅海に面一
したエチオピアの一地方の名称であり，また，〈La　Mer　Erythr6e（エリュトラ
海）〉は，かつて古代人によって，紅海やインド洋，ペルシア湾などの一帯に
　　　　　　　　　　　　　　　（4）与えられた名称でもあったことである。そこから，まずエチオピアはネルヴァ
ルをめぐる重要な神話的入物のひとり，サバの女王の故郷であり，他方，〈La
Mer　Erythr6e＞によって，詩人の広大な東方世界への傾斜が暗示されているよ
うに思われる。
　第一句，まずこの詩句は不動そのもののように現われるけれども，それをあ
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まり固定したものと考えることはできない。そこには唐草模様の動きがあり，
またくbroder　des　arabesques（想像や即興に耽ける）〉のような用法によって，
奇想のおもむきが添えられているからである。他方，それが宗教的な形象であ
ることには殆ど異論がないと思われる。その点に関しては，デュリイやコンス
タンはそこに黙示録的あるいは終末的な表象をもたせ，リッファテールはそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）を擬人化されたキリスト教会の象徴であるとしている。なお，＜Colonne＞と，
ネルヴァルの宿命的な恋の相手J・Colonとの音声上の類似は一見して明らか
である。
　ところで，リシェはこの第一節を，東方の舞姫の優美な光景と観るのであ
り，それは第十二句の「巫女」に付けられたネルヴァルの注「アマニイ」を手
がかりとするものである。　　　　　　　　　　　　’
　ネルヴァルが」・コロンを主役に予定したオペラ『サバの女王』La　Reine　de
・Sabaを計画していたのは，ほぼ1836年頃からであるが，当時，詩人はいろい
ろな機会を通して，東方の世界に心ひかれていたらしい。そして，’J・コロン
との関係が，彼女の結婚によって，決定的な転機をもたらした1838年の夏に，
インドの舞姫の一行がパリのヴァリエテ座の舞台に現われた。そして，ネルヴ
ァルとゴーチェは公演以外に，演劇界の連中と一緒に，私的な会合で彼女たち
　　　　　　　　　　　（6）に親しく接する機会があった。二入はそれぞれ記事を書いているがネルヴァル
は「パリにおけるインドの舞姫」と題して，同年の8月に「使者」誌上に発表
し，その中に次のような個所がある。
　「彼女たちの中で一番背の高いアマニイが二人の踊子の閲に割って入り，中
央に現われた……二入はそれぞれ灰色の長い飾帯を指で操っていたが，それは
踊りの最後で，綜欄の木の天辺にとまっている鳩を表現するためのものであっ
た。次から次へと新たな姿を作り出すその優雅なしぐさにまじって，アマニィ
、は，詩的でオペラ調の，踊りをともなう独白のようなものを歌いかつ踊った。
それは，いわばシュラミテ（「雅歌」のなかで称えられた女性一訳注）の嘆き，
棄てられたアリアドネーの独白のようであり，あるいはむしろ，恋の使者フド・
フド鳥の帰りを待かねているサバの女王の歌のように思われた。
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　その場が終っても，二人の踊子は極度の速さで自ら廻るのを止めず，それぞ
れの作品をわれわれに見せてくれた。彼女たちが指で繰込んでいた灰色の飾帯
がまさに幹にとまった鳩の格好をなしていて，その幹からは，ひらめく紗によ
って形作られた大きな葉が出ていて，鳩は晴や翼や尾をつけたまま，ねじれた
　　　　　　　　　　　　　　　（7）布で，とても明確な形で表わされていた」。
　なお，サファイアはビルマやセイUンを主な産地とするものである。
　第二句，　「山鳩」の典拠が上の一文にあることはすでに明らかである。リシ
ェによれば，語源の点でも，〈le　ramier＞はくla　ramure（枝）〉にとまった鳥
臆味して、（ﾓさらに，v。フ。テールによれば，「円柱」と「鳩」はヲ瞠
　　　　　　　（9）に近い形象でもある。
　第三句，第四句，これも先のインドの舞姫の姿よりすれば，足もとから額へ
と動く布，つまり帯の動きはまことに自然であり，むしろ，はるかに激しいし
　　　　　　　　　　　　（10）ぐさを暗示しているようである。また，第三句の鉱物質の暗喩は第一句との関
連からそのまま読取れるけれども，ここで，　「御影石」の黒大理石のような光
沢や，その彫刻的な形態に留意すべきである。先の一文で，ネルヴァルは舞姫
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）たちの肌が「金色に輝く黒曜色」であったと述べている。さらに「ユダヤの緋
の布」は，リシェやデュリイによれば，サロモンがサバの女王をもてなしたそ
　　　　　　　　　　　　　　（12）の豪華なさまを暗示するものである。
　第五句，　「ベナレス」はガンジス河左岸にあるヒンズー教の聖地のひとつ
である。これについてのネルヴァルの注はその意味が殆どよく解らない。
《B6narさs》をくBen－Arさs＞としたのは，アラビア語とギリシア語によるもじり
らしく，詩人によれば，それは「マルスの娘」となる。この注について，リシ
ェは，ゴーチェの記事や当時の版画などから，インドの舞姫の踊りのなかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）は，短剣を手にした野性的なものもあったことを指摘している。確かにリシェ
の挙げる図版には，いかにもそのような場面が描かれている。しかし，厳密に
云えば，その注は「ベナレス」についてのものであり，やや無理な感じがしな
いでもない。なお，《le　COrSet＞はくle　COrSelet（胸甲）〉のことであろう。
　第六句，《bruni＞は，リシェによれば，ネルヴァルの元来の姓，〈Labrunie＞
　　　　　　　　　　　　　　　－68一
を思い出させるのであり，しかも，古代仏語でくBrunie＞もしくはくBronie＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）は，　「金属や鎖の輪，釘の頭などをうろこ状につけた皮の鎧」の意である。
　第七句，　「禿鷹」についての注であるが，ギリシア神話のテユーポーンは，
その力と大きさで何者にもまさり，ゼウスと格闘の末，エトナ山に投げ込まれ
（15）
る。なお，リッファテールによれば，ラフォンテーヌに見られるように，　「禿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）鷹」と「鳩」は対立するものとしては，むしろありふれたものである。
　「バッタニ」はタイの南東部，シャム湾に沿った都市であるが，ネルヴァル
の注では，それが「バトナ」となる。バトナはガンジス河にのぞむビハール州
の首都であり，ジャイナ教や仏教にとって重要な場所である。ネルヴァルはさ
らにくhiero・solime，．＿．．〉と記しているが，〈solime＞は，リシェによれば，イ
　　　　　　　　　　　　（17）エルザレムの神秘的な名である。
　第八句，これは異様な美しさにあふれた詩句である。　「純白の蝶」について
は，リシェもコンスタンも同じ典拠を指摘していて，それはジャン・パウルの
　　（18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’詩である。ネルヴァルはその翻訳『月蝕」L’EcliPse　de　luneを，1830年に当
時の「メルキュール・ド・フランス」に発表している。そこに見出されるの
は，善と悪についての幻覚的な夢想である。
　白百合の花が咲きこぼれる月世界の原に，入類の母が，そのたくさんの娘た
ちとともに，永遠の愛のしじまのなかで暮らしている。地球からはとても遠い
青空も，そこではゆったりと休らっていて，花粉のために，まるで香わしい雪
に覆われているようである。そこは清らかなエーテルが支配していて，いささ
かもくもることはない。そこは，まったく憎しみを感じたことのない優しい魂
の住処である……ところが，突然，雷鳴がとどろき，十八世紀の幕開きとな
る。すると，われわれの地上に，途方もない巨木のような悪魔が立上り，それ
が大蛇の姿で鎌首を月までもたげて，宣べる。　「われは誘惑者なるぞ……エヴ
ァよ，蛇を知らぬことはあるまい。われはおまえの娘どもを奪り去り，沼沢に
　　　　　　　　　　（19）純白の蝶を集めるとしよう」。かくして，「純白の蝶」は清浄無垢の魂のことで
ある。
　第九句，《MAHDEWA＞は，コンスタンによると，「偉大な女神」の意であ
　　　　　　　　　　　　　　　一69一
り，ヒンズー教の神々のなかで最高位のシヴァ神であるとし，破壊する神とし
　　　　　　　　　　　　　　（20）て，それと死との絆を強調している。
　ところで，ユタンの『宗教辞典』によると，〈Mahdeva＞はシヴァ神そのもの
である。しかも本来は男神であり，場合によって，両性の結合された形態をと
　　　　　　　　　　　　　（21）る。つまり，リンガーヨニである。
　そこでネルヴァルの注であるが，これはまことに厄介である。コンスタンに
よると，＜maha＞は形容語で「大きな」を意味し，他方，ペルシアには，インド
　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）伝来のくd6was＞という悪魔が存在している。たしかに，同じ〈la・zendovさre＞
という注から，それがペルシアに関係するものであろうことは推察される。
、＜Zend＞は元来は「解釈」の意であり，〈le　ZendAvesta（ゾロアストラ教訳
注）〉という教典のことであるが，十八世紀末から，＜Zend＞が一般にゾロアス
トラ教のことを指すようになったのである。また，先のペルシアのくdaeva＞
はたしかに悪魔ではあるが，もともとは一群の神々の指称にすぎないようであ
　　　　　　　　　　　（23）る。なお，それは女神である。
　第九句，第十句，これらのしぐさはやはり舞踊の情景を示すものであろう。
なお，＜les　eaux＞は第八句の「海」と同じく，エリュトラ海を，「河の流れ」
はガンジス河のことであろう。
　第十一句，《1e　Cathay＞は，マルコ・ポーロ以後，中世の著述家たちによる
支那の名称である。また，詩人の注によって，それがチベットを指すものであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）れば，さらに狭められて，それは聖都のラサを暗示するものと思われる。それ
に，＜1’Atlantique＞はいわゆる大西洋ではなく・エリュトラ海を指すもののよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）うである。それについてのラルーチの所説によれば，以下のようになる。
　まず，ネルヴァルは『フェイヨル侯爵』Le　Marquis　de　Faツolleのなかで・
十八世紀の文入政治家J・S・バイィの『プラトンのアトランティスとアジアの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）古代史について』というヴォルテール宛の書簡を引用している。そのなかで・
バイィはプラトンのアトランティス大陸はアジアの高地にあるはずであり・ヘ
ロドトスの記録によって，アトランティス海がアジアにもあると述べている。
そのヘロドトスによれば，「……ギリシア人が航海している海全体も，『ヘラク
　　　　　　　　　　　　　　　ー70一
レスの柱』の外のいわゆるアトランティス海も，また『紅海」も実は一つにつ
　　　　（27）
ながっている」とある。松平千秋氏の訳注によれば，　「ヘラクレスの柱」とは
ジブラルタル海峡のことであるから，それは喜望峰まわりの広い海域を意味す
るものと思われるが，バイィの書簡には，他にも，紅海がその昔はアトランテ
ィス海と呼ばれていたことを証明する学者の説が引用されている。ともあれ，
ネルヴァルがそれらの内容に非常な好奇心を傾けたことは十分想像できること
である。
　第十二句，ここからの最終節は「デルフィカ』と詩句の構成が殆ど同じであ
るが，内容にはかなりの差異が認められるようである。まず＜la　Pretresse＞
は「巫女」ではあるが，ギリシア・ローマのくSibylle＞に対応するものであ
る。「紅に染まったかんばせ」は，コンスタンが述べるように，真紅の陽光に
　　　　　　　（28）照らされた顔であり，ますます金色に光り輝やくアリアン人の肌色が眼に浮ぶ
ようである。
　ところで，　rアマニイ」については先に触れたが，それに関して，さらに
『ある朝方の漫歩』Une　Matinee　du　F1伽θ％7と題された一文がある。それは
やはり1838年12月に「使者」誌上に発表されたものであるが，その中でネル
ヴァルは，古本やちょっとした美術品を漁る楽しみに触れながら，とある店先
で，当時の彫刻家オーギュスト・バールによる舞姫アマニイの小像を見て，そ
れがどこかの密室で，上からの深秘的な日光を受けているような幻想を抱く。
「そこの垂幕は白と金色であった。家具として，金色の飾り紐のついた赤いビ
ロード張りの，ふっくらした円形の椅子があった。祭壇の中央，インドの光景
を浅浮彫にした台座の上に，舞姫の像が立っていた。その足もとで，香炉がく
　　　　　　　　（29）ゆり立つのが見られた」。
　第十三句，　「太陽の撲門」について，デュリイはネルヴァルが夙に石材を照
らす陽光をとりわけ好んでいたこと，そして永年にわたる探究の後で，太陽も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）石ももはやその実体を失い，白熱する輝やきそのものとなったと述べている。
いかにも詩人らしい解釈である。さらには，直接シヴァ神とは関係がないが，
インドの古代宗教では，太陽神スーリアが，またゾロアストラ教では，　「火」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）が，それぞれ重要な役割をもっていることに留意すべきである。そして，この
詩句には，文字通り日輪によって天空に描かれる弧が示されていると思われ
る。
　第十四句，ここは『デルフィカ』とまったく同じである。この否定もまた重
く感じられる。
　最後に，諸家が必ずといっていいくらい言及するものに，ユゴーが紹介した
rマレーのパントゥム」Pantoum　Malaisがある。1828年，ユゴーが『東邦
詩集」Les　Orientalesを出版した際に，　E・フイネの訳になるマレーの歌を紹
介した。それは当時の詩人たちに，その不思議な詩想と手法で新鮮な驚きを与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）えたもののようで，それがちょっとした流行になったくらいである。それで，
その「パントゥム」であるが，これは一読しただけで，　「エリトレア」と用語
上の類似が明らかである。例えば，　「海の方へ飛んでゆく蝶」や，　「バンダン
（不詳）へと飛立ち，バッタニで羽毛を落す禿鷹」などの表現が見られる。し
かし，「パントゥム』の主題は飛んでゆく蝶と禿鷹の姿に託された，娘の若者
への愛である。一一一一一方，ネルヴァルの作品では，たしかにインドの舞姫に対する
ある感情の表白が認められるとしても，それはあくまで前景であって，その奥
には，詩入の広大な神話的世界が存在している。それに，他の諸々の作品を自
由自在に借用するのは，ネルヴァルの常套手段であり，むしろその変貌にネル
ヴァルの関心は向けられている。だから，　『パントゥム」の詩句をあまり重視
する必要はないと思われる。
　以上の注解をもとに，少しばかりの考察を進めてみたい。
　まず，　『エリトレア』は「デルフィカ』と同じように，ネルヴァルの夢想の
なかに現われた巫女による託宣であり，それは，シビュルラとウェルギリウス
との関係になぞらえることができる。その「牧歌」Bucolicaで，ウェルギリ
ウスはクーマエの巫女による黄金時代の再来を歌い上げている。しかしなが
ら，『デルフィカ」におけるラテン風の巫女から，ネルヴァルの夢想ははるか
東方へとさまよい出ているのである。
　ここで，荘重な音調とともに，眼前にいきなり巨大な円柱が立ち現われる。
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そして，すでに観たように，その象徴をユダヤ・キリスト教的なものに限定す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）ることはできないし，まして，リッファテールも述べるように，この節一節
に，終末の破壊された状況が示されているとは思われない。第二句の「山鳩」
にしても，それが決定的な悲劇を表わしているというよりは，むしろ帰依する
ところを求めているよるべない者の姿であろう。だから，「一また顕れよ！
一」には，単なる喚起というよりは，もっと切迫した宗教的な祈念が込めら
れていると思われる。さらに，第四句の「ユダヤの緋の布」であるが，デュリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）イはそれをサロモン王の神殿の幕屋の垂幕としているけれども，もっと普遍的
に，ユダヤ・キリスト教の東方的な性格を象徴するものと考えたい。それはま
た，第十句の「朱色の花」に対応するものである。そして，すでに巨大なもの
に見えた円柱が，第三，第四句で，しだいに擬人化の尺度に収敏されるように
思われる。
　かくして，第一節で祈りとともにその出現が待たれているもの，それはイン
ドの舞姫の化身した女神，その象徴としての聖なる円柱である。それはすでに
特定の宗教を超越した，超自然的，あるいは誇大な幻のような存在である。ま
さに，コンスタンも指摘するように，それはエリアーデの語るシャマニズ的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）な，地と天を結びつける世界軸（axis　mundi）としての柱でもあるだろう。そ
して，表情ゆたかな色彩に注目すべきであり，石材や宝石の材質と相侯って，
硬質の輝やかしい像が表わされていて，それは同時に，アリアン人の彫刻的な
美しさにも似るものである。
　第五句の「ベナレス」を「マルスの娘」としたのは，単なるもじりであり，
反語的な遊びではないかと思われるが，それが第六句の武装への呼びかけとな
るのであろう。それは聖地バトナの方へ飛んでゆく禿鷹がいるからである。そ
して，この禿鷹はむろん象徴的な存在であるが，それは詩人の抱く聖なるもの
に対立し，それを脅かすものである。それはジャン・パウルのいう悪魔の十八
世紀一ネルヴァルは肯定的な宗教感情を表明したものとして，ルソーしか認
めなかった一であるかもしれないし，あるいは同じ「クィントゥス・オーク
レール』QuintUS　Auclerの中で述べられている　「一民族の憎悪と野蛮さとエ
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ゴイズムとから生れて，他方の宗教の変らぬ善意の努力を，多かれ少かれ長い
　　　　　　　　　　　（36）期間にわたって解体する宗教」であるかもしれない。
　ここでネルヴァルの祈願はマーデヴァ＝＝シヴァに向けられる。これはインド
の最高神のひとりであり，コンスタンが指摘するように，踊る神であり，破壊
　　　　　（37）する神であるが，さらには，その破壊は再創造へと循環することに留意すべき
であろう。ユタンによると，シヴァ神は多様な形態のもとに，様々な属性をと
もなって現われるのであるが，しばしば踊る神の姿で表わされ，その踊りは宇
宙のたえざる破壊と再生の象徴である。そして，その際に持物のひとつとして
　　　　　　　　　（38）弓を持っているのであり，これはそのまま，第六句の「弓を持て」という詩旬
に応じるものである。また，第七句の「禿鷹」対する注「テユポーン」が，ギ
リシアの最高神であるゼウスによって滅ぼされたことを思い出すべきであろ
う。
　第十一句，このむしろ超現実派の異物同化を思わしめる詩句は，デュリイも
　　　　（39）述べるように，まさにランボーの詩句を彷彿とさせるものであり，その幻覚的
な「雪」は，第八句の「純白の蝶」に照応するものと思われる。先に引用した
ジャン・パウルの『月蝕』において，月世界には，死後の魂の他に，未だ地上
の生を享けず，自らの運命の時になると，これから地上に降りることになって
いるものがいる。それはまた天上と地上を結ぶものであり，かくして，チベッ
トの高地に降りてくるそれらの魂は，また純白の蝶のままに，東方のアトラン
ティス海を満たしているのである。そして，それらの「白」の効果は，まさに
＄的なものを感じさせるに十分である。
　そうして，最後の詩節に至ると，これまで輝やかしい色彩と壮大な動きに包
まれていた詩句は，太陽の眩量のなかに一切が融け込んでしまうような印象を
受ける。リッファテールが述べるように，巫女の眠りは目覚めに至るものでは
　　（40）あっても，いぜんとして眠れるままであり，目覚めの時がくれば破壊されるで
あろう「おごそかな高門」も，いまだ微動だにしないのである。
　以上，はなはだ概観的に述べてきたが，『エリトレア』は，『デルフィカ』
のラテンの世界，つまり地中海の神々からさらに東へとさかのぼり，東方の神
　　　　　　　　　　　　　　　一74一
々による聖なるものの顕現を祈請するものである。それは未だ定かには現われ
ていないけれども，すでに第一節で象徴的な姿で呼びかけられていて，われわ
れはそれを垣間見ることができる。それはまた「オーレリア」の最終節，『記
憶すべきこと」MEMORABLESの世界に呼応するものであろう。ネルヴァル
にとって大切なことは，神統譜を作成することではなく，その神話的な夢想の
なかで，いかに自己救済をはたすことができるかということである。
他方，ネルヴァルが東方の世界へとさまよい出たこと，それは現実において
も夢想のなかでも，詩人の探究がはてしなく拡がって行ったこと｝さもあるが，
その動機のひとつとして，ネルヴァルがしばしば述べるキリスト教の不寛容の
ことを挙げることができる。「クイントゥス・オークレ山ル」のなhlで，主人
公は唯一神教信者に向ってこう語るのである。　「お前たちは死をあがめている
のだ！　整然たる文明はどこにあるか？……あらゆる多神教の民族にある。イ
ンド，中国，エジプト，ギリシア，ローマだ。一神教の民族はすべて野蛮人で
あり，破壊者である。滅ぼすことにのみ力をふるう彼らは，自分のために永続
きするものは何一つ作り出すことができなかった……もしヨーロッパにおいて
文明が十五世紀以来輝きはじめたというなら，それは一神教の信仰がこの時機
　　　　　　　　　　　　　（41）になってほとんど失われたからだ」。かくして，ネルヴァルの東方への傾倒は，
単なる当時の東邦趣味によるものではなく，聖なるものの探究を秘めた，ひと
つの文明批評でもあったのである。
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